
団 体 名 東播磨地域地球温暖化防止活動推進連絡会 

団体の所在地 明石市 代表者名 竹重 勳 

    

１．事業名 東播磨｢エコキッズ CO2 削減・夏休みチャレンジ｣ 

2.実施期間 平成２２年４月～平成２３年３月 

3.主な実施場所 東播磨全地域及び東播磨県民局内 

4.活動形態 ・普及啓発活動 

 

5.活動内容･結果 
（参加者、階層・人

数等） 

 

 

 

地球温暖化防止を推進するには民生部門の各家庭からの二酸化炭素の削減が

基本である。これを実現させるためには思い込みや自己満足から脱却し、計測と分

析により、数値に基づく活動が第一である。東播磨では｢エコキッズ CO2 削減・夏

休みチャレンジ｣運動が平成 12 年度から実施されている。これは夏休みに家族が

一体となって計測と分析に基づいて削減に努力をするもので、平成 22 年度は主に

東播磨地域の全小学校 78 校の主として 5 年生を対象に教育委員会を通して配布

し、15 校が参加し、応募者は 251 家族であった。 
 

 

6.成果・反響・ 

反省点等 

 

 

 

 

 

 

 

一時は参加校が 3 校程度まで低下したが今回は 15 校となった。 

1月15日の表彰式では太陽光発電フェアーと同時開催し、エコ大賞、エコキッズ賞

の展示を行い多くの人に感銘を与えた。（子どもと家族一体で実施が良い） 

特にサークルつくしんぼ（自閉症)(21 名)の 4 家族が参加したのは大変な成果であ

った。 

3 月 5 日実施した高砂市荒井地域青少年健全育成協議会で実施した温暖化防止

セミナーでのパネル展示及び説明には参加者(子ども 25 名、大人 25 名)が非常に

興味を示した。 

反省点としては、費用の関係もあり、配布資料の作成に時間がかかり、また教育委

員会を通しての各校への配布が夏休み直前となり、充分な説明が出来なかった。 

H23 年度は温暖化防止活動推進員を動員して各校への説明を実施する。 

各地のイベントやセミナーでの啓発を拡大し、今年度は北播磨への拡大を図る。

（元々スタート時は北播磨も参加していた） 

 

 

7.成果物 

 

平成 22 年度｢エコキッズ CO2 削減・夏休みチャレンジ｣受賞者名簿 

エコキッズ大賞、エコキッズ賞の実施結果発表 

 これを展示することで温暖化防止の推進につながる 

 

8.活動写真 

  説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

推進員等によるエコ

チェックシートの製本 

エコ大賞・エコキッズ賞・

エコチャレンジ賞の展示 

 指導員による 

きめ細かい指導 


